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第一章 緒 論

結核菌分離 培養 ハRobertKoch(1882)二 依 リ

成功 セ ラレタリ ト錐 モ當時 ハ本菌 ノ登育遅 々 タ

ル ノ ミナ ラズ 他方雑菌 ノ侵入多 キ爲 メ極 メテ

困難 ラ感 ジタリ。然 ル ニ1909年Uhlenhuth(1⊃

「アンチフ ル ミン」二依 ル集菌法 テ登表 シテ以

來此 ノ方面 ノ業績漸 ク多 クナ リ1915年S.A.

Petroff(mハ 被 検 材料 テ苛性曹達液 テ 以 テ 塵置

セル後氏 ノ考案 セル色素含有培 地 二塗抹培 養 ス

ルー新法 ラ報告 シKeilty;{3}Stewart;(4)'Mor-

cau;(5⊃矢 部(6⊃、野竿`7⊃、川 並(8)氏 等 ソノ追試 テ

行 ヒ之 テ推奨 セ リ.

更 二1924年 住 吉(9)ハ 硫 酸 テ慮用 セル集菌 法 テ

登表 シ培地 トシテハ「グ リセ リン」加馬鈴 薯 テ使

用 シ良好 ナル成績 テ暴 ゲタ リ。

以後L6wenstein;(10》SuranyiundPutnsky;(11)

Schatter;a2)Meller;a3)中 村ae、 植 田 ㈹ 氏等多

撒 ノ追試者出 デ住吉氏法優秀 ナ リ トシ且 ツ佳吉

氏 ノ使 用 セシモ ノゴリモ硫酸濃度 ノ低 ギモ ノテ

推奨 セ リ。其 間培養基 二關 シテモ各種 ノ改良加

ヘラ レ「グ リセ ウン」馬鈴薯、 「グ リセリン」牛血

清培 地等好 ンデ使 用 セ ラレタル モPetroff氏 二

依 リ血 清 二代 ウル ニ鶏卵使用 セラル ・二至 リ今

日二於 テハ各種 ノ基 汁 二鶏卵 テ混 入 シ且 ツ雑菌

テ抑制 セ ンガ爲 メニ微 量 ノ「マ ラ ヒ.ト グ リ。一

ン∫ゲンチアナビオ レ,ト 」「コ ンゴー ロー ト」等 色

素 テ配 シテ後加熱 ニヨ リ鶏卵 テ凝固 セ シメタル

モ ノ好 ンデ使用 セラレ基汁又 ハ色素 ノ調合 二封

シ研究者 二依 リ各種 ノ考案行 ハ レ自然培 地 ノ種

類 モ極 メテ多撒 トナ リ實 二枚基 二逞 ナキ歌態 ナ

リ弦 二於 テ余 ハ他 ノ目的 ノ爲 メニ10例 ノ結核性

喀疾及 ピ5例 ノ結核性尿 テ被検 材料 トナ シ、集

菌法 トシテハー般 二使 用 セ ラル ・Uhlenhuth

氏 「ア ンチ フ,ル ミン」法住吉氏 「硫 酸」法Petroff

氏 法 テ施 シ最 モー般的 二 使用 セラ ル 培 地 中

鈴木培地 ⑯、 小林培 地 ⑳、Petroff培 地(18)、

Petragnani培 地(19)、L6wenstein培 地(2。)ノ5

種 テ選 ピテ培養 シ分離法拉 ピニ培 地 ノ優劣 テ比

較 シ實地磨用 二 資 センガ爲 二 本實験 テ 企 テタ

リ。

第二章!實 験準備及ビ方法

第一項 結核菌分離方法 結核菌分離 法 トシテ余 ハ次 ノ三種類 テ行 ヘ リ。、
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(11Uhlenhuth氏 「アンチ フAルtン 」法

新鮮 ナル喀疲2cα 子 トリb蒸 溜水 テ 加 へ3.5c・c

ト シ更 二1.5c,aノ 純 「アンチ フ,ル ミン」■ 加へ

之 テ滅菌試隙管 ら移 シ強 ク振撒 シ喀疾 ラ溶解 セ

シメ1時 闇放 置後滅菌沈澱{管 一移 シ遠心器(3000

同)一=テ20分 間遠 心分離 シ1=lll腋 ラ捨 テ滅菌 牛

理的食臨水 らテ遠 心沈澱 器 子ア日ヒテ洗糠 スル事

2回 ニ シ ア最後 二得 タル沈 渣 テ培 地=塗 布 ス。

(2)ft三吉 氏硫 酸法

新鮮 ナル喀疲2CGテ 滅 菌試験 管 ∴ トリ10cxx/15

%硫 酸 水 ラ加 へ直 チニ弧 ク振 温 シテ乳剤 トナ シ

30分 静置 シタル 後滅菌沈澱管 二移 シ20分 間遠

心沈澱(3000回)シ 上清液 舛 舎テ沈渣 テ滅菌 生理

的食麗水 一テ洗條遠心分離 スル事2回 ニ シテ最

後 二得 タル沈 渣 テ各培地 二塗布 ス。

(3)Petroff氏 法

新鮮 ナル喀 啖5qcテ 試 験管 ニ トリ4%苛 性曹達

溶液 テ約4倍 量加 へ強 ク振 温 シテ李等 二溶解 セ

シメタル後37度 ノ卿卵器 中一30分 間静 置 シ更

ニー一度強 ク振濫 シタル後 再 ピ艀卵器 内 二牧 メ最

初 ヨ リ1時 間 ニ シテ 滅菌沈澱管 二移 シ15分 間

遠 心(3000同)シ 上清液 テ 捨 テ4%盟 酸 水数滴

ラ加 へ撹 拝混和 シ酸性 トナ シコレテ各培 地 二塗

布 ス。

第 二 項 培 養 基

培 養基 ハ鈴木、小林、petroff;Petragnani;

L6wenstein氏 培 地 ノ5種 類 ラ選 ピ且 ツ各培地

ノ色素 テ含有 セルモ ノ ト然 ラザルモ ノニ付 キテ

検 シタ リ。

(1)鈴 木 氏培 地!製 法

銀杏液 ノ製 法

銀杏(外 皮 テ割 リタル果肉)50.0瓦

味 ノ素3.0瓦

0.85%食 盤 水200.Oc・a

以 上 テ滅菌容器 内 一入 レコ ・ホ氏釜 内 ニテ1時

澗 滅 菌 シ後 室温 二放 置冷却濾過 ス。 濾液 ノPH

テ6.2ト ス。

先 ヅ銀 杏液100.Oc.a二 「グ リセ リン」(メル ク)6・6

・qa、2%「 マ ラヒ,ト グ リユ ン」液6・Oca加 へ 李

等 覗 和 へ 而 シテ 豫 メ外殻 テ70%酒 彬 テ

i鰍 シタル新鮮 ナルm卵4個 、卵黄1個 ノ割 合

∴無菌的混和撹1雫 シタル卵液200cゑ ラ加 へ滅 菌

「ガ.,.....ゼJ=テ泌 過 シ試験 管 二分注 シ血1綴 固器

内,・,t凝 固 シ第11185度30e,第21ヨ75度

20分 、 第3H75J隻20分 冊1滅菌 ス。

(2)小 林 氏培 地 ノ製法

「ア 人バ ラギ ン」溶液 製法

「ア人パラギ ン」

第一燐 酸加里

「グ リセ リン」(メ ル ク)

蒸溜水

0.4瓦

1.0瓦

6.Ocn

100.Oc£.

以 上 ラ加温溶解 シPH6.2ト シ100度30-60分

間 蒸氣滅菌 ス。別 二外殻 ラi1磁 シタル新鮮 ナル

鶏卵 ノ全 内容 テ無菌的 二混和擁 絆 セル卵 液 テ作

リ「アスパ ラギ ン」溶液1二 封 シ卵液2ノ 比 二混

和 ス。此 ノ混合液100ca二 封 シ1・Ocaノ 割 二2

%「 ゲ ンチアナ ビ才レ,ト 」(メル ク)酒 精 溶液(95

%)ラ 加 へ滅菌 「ガー ゼ」ニテ 濾過 シ分注後血 漬

凝 固器 ニテ凝固 シ第1日85度40分 第2日75度

40分 第3日75度40分 間 滅菌 ス。

(3)Petroff氏 培 地 ノ製法

15%「 グ リセ リン」肉水

細挫牛 肉二等分 ノ15%「 グ リセ リン」水 テ 加 へ

24時 間氷室 内一 テ浸 出 ス。而 テ此 ノー部 二豫 ノ

70%酒 精 ニテ外皮 テ 消毒 シ置 キタル 鶏卵 ノ全

内容 テ混和 シ「ガー ゼ」一 テ濾過 セルモ ノニ部 テ

加 へ以上 ノ混和物100αa二 付 キ1.0%「 ゲ ンチ

アナビオ レ。ト」酒精溶液1.Ocaノ 割 二混 和 シ分

注血清凝 固器 内 ニテ凝 固 シ第1日85度30分 第

2日75度30分 第3日75度30分 間 滅菌 ス。

(4)Petragnani氏 培 地 ノ製 法

150qcノ 牛 乳 二6.0瓦 ノ馬鈴 薯粉、1.0瓦 「ペ プ

トン」及 ピ鶏卵大 二切 レル馬鈴 薯1個(外 皮 テム

キ タルモノ)テ 加へ沸縢 セル重 湯煎 内 ニテ時 々振

温 シツ ・煮沸 スル事10分 間糊状 ニナル ニ 及 ピ

テ止 ム。尚1時 間加熱 シ後50度 二放冷 シ豫 メ滅

菌 的 二操作 セル全鶏卵4個 卵 黄1個 ノ割合 二混

合 セル卵液 テ加 へ2%「 マ ラ ヒ.ト グリユー ン」
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液 テ加 へ振 温 シ減菌 「ガー ゼ」ニテ泌過分注 セシ

後 血清 凝固器 内 一テ凝固 ス。

而 テ第1日80度20分 第2'日75度15分 第3日

75度15分 間 滅菌 ス、

(5)L6wenstein氏 培 地 ノ製 法

「アスパ ラギ ン」溶液 ∴

第一燐酸加里

絢構 酸曹達

「アスパ ラギ ン」

硫 酸 「マ グネ シヤ」

1グ リセ リン」

蒸溜水

1.0瓦

1,0瓦

3.0瓦

1.0瓦

60.Occ

100.Oqc

右溶液150ca二 馬 鈴薯粉6.0瓦 卜12.Occノ 「グ

リセ リン」テ加 へ煮沸撹搾 シ滅菌的 二操作 セル

全鶏卵4個 卵黄1個 テ加 へ硝 子棒 ニテ ヨク撹搾

混和 シ債15.Ooc/2%「 コ ンゴー ロー トJ54ハ 「マ

ラヒ,ト グリユー ン」液 テ加へ滅菌 「ガー ゼ」ニテ

溝過 分注 シ血満凝固器 内 デ凝固 ん 大錆 二作 ル

場 合 ゐ・・「アλパ ラギ ン1溶 液600c・c;ma卵20個

トス。 而jテ2日1[1・ll80-85度 一・2fi寺「用滅菌 ス。

第 三 項'實 験 材 料

余 ハ實験 材料 トシテ常教室 入院結核 患者 ノ喀疾

及 ピ尿 テ川rllタ リ。 而 テ喀疾 ハ滅菌容器 一1日

酬:テ 集 メ尿 ハ腎臓結核患者及 ピ其 ノ疑 ビアル

患 者 ノモ ノニ シテ早朝時 ノ尿 ラ滅菌容器 ∴探 レ

リ、 而 テ被検喀疾 ハ10例 ∴ シテ其 中1例 バ

塗抹標 本 二於 テ結核菌陰性 ニ シテ他 ハ線 テ陽性

ナ リキ、 又尿5例 中1例 ノ こ塗抹標木 二於 テ結

核 菌陽性 ニ シテ他 ハ陰性 ナ リキ。

以上 ノ材料 ラ各々前記3種 ノ分離法 テ施 シ然 ル

後前記5種 類 ノ培地2木 宛 二各2白 金耳 テ塗抹

シ解 卵器中 二100日 間培養 シ其 ノ成績 テ検 シタ

リ。

第三章 實験成績

以上詳述セシ實験材料拉二實験 方法一ヨリテ彪

置セル被検材料ハ8種 ノ結核菌分離法テ施 セル

後5種 類 ノ培地及 ピ其 ノ色素テ含有セザル培地

二塗抹培養 シ1週 間艀卵器中二放置以後毎 日コ

レテ取 リ出 シ町峰二観察 シ聚落陽性 トナリシモ

ノハ以後5日 毎 二取 リ出 シ其 ノ蛋育状態 テ検 シ

タリ^

而 テ登生 セル聚 落 ハ ソノ少量 テ トリチー ル、 ネ

ルゼ ン氏法 ム,ツ 氏法等 ノ染 色 テ行 ヒテ 鏡検 シ

且 ツ代表的 ノモ ノニツキテ動物實験 テ行 ヒテ結

核菌 タル事 テ確 メタ リ。

今 ソノ成績 テマ トメテ示 セバ次 表 ノ如 シ。

但 シ尿培養5例 中2例 ハ何 レ ノ方法 二依 ル モ陰

性 ナ リシ故成績 ヨ リ除外 ス。

第1表100日 培養セ・yモ尚聚落陰性ナリer試験管数

鈴 木
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尺 ト ラ グ ナ ニ

レー ベ ソ ス タ イ ン
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註A・ ・「ア ソチ フォル ミ ン」法S・ ・住 吉氏 硫酸 法P・ ・ぺbロ ー ブ氏 法 以 下 コ レニ準 ズ

第1表 二於テ明カナルガ如 ク各培地二於 ケル喀

疾及 ピ尿 ノ培養成績 テ被検培地一種 二封 シテ使

用セシ試験管歎156本 二於ケル陽性卒 テ以 テ示

セ バ 鈴 木 氏 培 地91.7%(156-143)、 小 林 氏 培 地

97.4(156-152)、 ペ トロ ー フ氏 培 地87.8%(156

-137) 、 ペ ト ラ グ サ:壬 一 氏 培 地97・4%(156=
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137)、 上セ=ベ ンム窒 イ ン氏培地97.4%(156am

143)ナ リ。

即小林氏 ペ トラグ之三 .二氏培地優 レ特 昌喀疾 二

於 テハ小林氏培地100%ノ 陽 性率 テ得 タ リn

且 ツ色素 テ含有 セルモ ノ及 ピ然 ラザル モ ノニ付

テ観 ルニ前者 ハ26本 後者 ハ27本 陰性 ナル テ以

テ雨者 ノ間 二大差 ナ シ。

分 離法 ヨリ比較 スル ー 各260本 培 養中 「アンチ

フォル ミン」法陰性34本(86.9%腸 性)、住吉氏法

15本(94・3%陽 性)、 ペ トロー フ氏 法4本(98.5

%陽 性)陰 性 ニ シテペ トロー フ氏法最 モ 優 レ佳

吉氏法之 二次 ゲ リ。

次 二各培 地二於 ケル聚落登見迄 ノ日撒 ニツキテ

比較 スルニ第2一 第3表 二示 スガ如 ク喀疾培養

二於 テハ鈴木、小林 ペ トラグナニー氏培地 ハ共

二最短 日藪9日 ペ トロー フ 氏培 地43日 レー ベ

ンスタイン氏培 地11日 ニ シ テ 前3培 地 ハ後2

培 地 二比 シ優 レタ レ ド最長 日数 二於 テハ鈴木氏

培地 ハ小林氏ペ トラグナ ニー氏培地 二比 シ劣 レ

リ。而 テ聚 落褒 見迄 ノ最短最長 日藪 ラ以 テ培 地

ノ優 劣 ラ比較 スルハ早計 ニ シテ寧 ロ最 短 日撒 ノ

不均 テ以 テスル テ合理的 ナ リ トス。 此 ノ貼 ヨリ

ミレバペ トラグナニー 氏培地 ノ13.3日 最 モ 早

ク小林 氏培 地 ノ14.5日 之 二次 ゲ リ.

尿 培 養 二於 テモ同様 二ペ トラグナニー氏培 地最

短11日 最長36日 最 短李均 日撒16.7日 一 シデ

小林 氏培 地之 二次 ギ最短15日 最長45日 最 短牢

均 日薮18.3日 ナ リキ。

而 テ聚 落 ノ最 モ早 ク旺盛 ニナ リシ迄 ノZF均 日数

ハ喀疾培養 二於 テハ 小林 氏培地24.0日 ニ シテ

最 モ早 ク ペ トラグナニー氏培地29.2日 一 シテ

之 二次 ゲ リ。尿培養 二於 テモ同様 二小林氏培地

35.0日 ニ テ最 モ優 レペ トラグナニー氏培地36.9

日 ニ シテ之 二次 ゲ リ。

聚落 テ生 ゼ シモ160日 後 二於 テ尚登育旺盛 ニナ

ラザ リシモ ノニ就 テ観 ルモ第4表 二示 セルガ如

ク小林氏 ペ トラグナニー、 レーベ ンスタ イン氏

培地 二於 テハ100日 後 術旺盛 ニナ ラザ リシモ ノ

僅 カニ2本 ニシテ鈴木 ペ トロー フ雨氏培 地 テ凌

駕 ス。

色素含有 ノ如何昌就テ見ル昌喀疾培養二於 テハ

全部色累含有 セザルモノ早 ク尿培養 昌於 テモ過

牛数二於テ色衆含有 セザル培地聚落褒生早 シ且

ツ聚落褒育状態 ヨリ見テモ喀疾尿培養何 レニ於

テモ色素テ含有 セザルモノハ含有 セルモ ノニ比

シ良数 ナル成績 テ得タリ。

次 二分離方法 ヨリ培養成績 テ検 スルニ喀疾培養

二於 テハ李均 日敷 ヨリ見テ最 モ早 ク聚落験見セ

シモノハ全部ペ トローフ氏法テ施 セルモノニシ

テ尿培養 二於 テハ殆 ン ド全部住吉氏硫酸法 ラ施

セルモ ノナリキ。同様 二聚落登育程度 ヨリ見 テ

モ喀疾昌於 テハペ トロー フ氏法,尿 二於 テハ住

吉氏法群 ラ抜キテ優 レタ リ。

尚100日 後 ノ蛋育駄態テ こルモ略1同 檬 ノ結果

テ示 シ喀疾培養ニ テハ「アンチフ。ル こンj法5

本、佳吉氏法3本 、ペ トロー フ氏法4本 尿培養

二於 テハ「アンチフォル ミノ」法4本 、住吉氏法O、

ペ トローフ氏法3本 ノ螢育不良 ナル モ ノテ認

ムo

此塵 二於 テ余 ノ最 モ興味 ヲ魔 ヘ タル事實 ハ被検

材料 ノ「アルカ リ」性反磨 テ呈 セル喀疾 ヨリノ分

離 ニア リテハペ トロー フ氏法 戸 アル カ リ」法 二

於 テ良好 ナル成績 テ認 メ酸性 ナル尿 ヨ リノ分離

二當 リテハ住吉氏 ノ硫 酸法 二於 テ好成績 テ得 タ

ルハ結核菌 ノ生活慣性 ト酸3ζハ「アル ヵ リ」二封

スル抵抗性 トノ間 二何 等 カ ノ關係 アルモ ノ ・如

ク思考 セ ラル ・黙 ナ リ。

次 二培養上各培 地 二於 テ雑 菌 テ生 ゼ シ頻度 一ツ

キテ観 ルニソ ノ成績 第5表 ノ如 シ。

各培 地156本 培 養中雑菌 陽性 ナ リシモ ノ鈴木 氏

培 地5本 、小林 氏培 地2本 、ペ トロー フ氏培 地

6本 、 ペ トラを之三r氏 培 地21本 、レー ベ ンス

.タィン氏培 地20本 雑菌陽性 ニ シ テ 小林氏培 地

最 モ優 レ鈴木 氏培 地之 二次 ゲ リ。 ペ トグナ ニー

氏培 地雑菌 陽性率最 モ高 ク13・6%二 及 ベ リ。

培地 ノ色素 ト雑菌褒 生 トノ關係 テ見 ルニ色素合

有 セザル培 地総歎390本 中30本 、色素含有 セル

モ,390本 中11本 雑菌 陽性 ニ シテ 培地 二 色素
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第2表 聚落螢見迄 二嬰セシ最短最長及ビ不均日敬及 ビ旺盛 トナ,レ迄 ノ卒均 日数

培

地

名

培験

養管

試数

陽験

性管

試数

喀 痕 培 養 尿 培 養

色素含有 セ 色素含有セ
ザル培地'レ 培地

正F可 喜丁西

色素含有セ
ザル培地

色素含有セ
'レ培地

可 司下AlslP
、

鈴

木

156
143
(91.7%)

最 短 1314一 一
2524

_-

18,718.0一 一
41,037.OI

914 12122915 -
墨
23.7
-一一

43.3

25一 15一

輩
20.7
,}　 -

37.5

21
-

29最 長 2455 55
-

23.8

28
_-

17.9
-

32.5

31 輩
24.7
-

46.7

63
-

41.7一最短卒均
一
17.〇
-

31.1

一
22.8

一
30.0『

47.5

25.〇
-

53.3旺盛ニナル迄
ノZF均 日数

痂驕
8

55.0

小

林

156
152
(97.4%)

最 短 1111 11
-

22
-

14.5

一 一
2725-一

119 圭L
21

15.2

23一 15
-

23一

17一
21
一一

25
-

23.0

17
-

25一

17一
最 長 2929

18,418.3

45
-

32.3
-

58.3

29
-

0

29一
最短卒均 16,617.5 18,321

痂購 購旺盛 ニ ナ,レ迄

ノZF均 日数1
26,734,325,334,533,324.0

ベ

ト

ロ

ー

フ

137156
(87.8%)

最 短1513131413142921

最 長3033244555295328

最 短 卒 均20.921.217.724.727.720.841.024.0

弾 鋪 姦迄37・439・334・3143・84・ ・638・861・242・5

19

55

32.7

61.7

Aナ

トニ156
ラ1

グ

152
(97.4%)

最 短1011

最 長2723

最癖 均 而 璽

弾 爺 姦迄3,el,・・36・3i

911129291116

19312519352319

11:lll灘1:1暴:調話:1

29

33

諭

55.0

21

一
38

28.7

55.0

23

65

29.

58.3

2119

36・21

28.720.0

66.7

19

21

20.

40.050.

し!ス

1タ

ベ イ

ソ ソ

156
143
(91.7%)

最 短1112 13

30

12 12

40

12

29

19.6

25

63

41.5

60.0

17

35

25.3

40.0

21 25 21 23

44最 長3038 40 55

38.0

131 32

最短卒均20.6 21.1

38.8

19,622,022.7 28.0 21.7

48.3

33.3

54.2旺 盛 ニナ ル迄34 .4ノ卒 均 日敬 35,040,342,330.3 55.8 52.7
1

ゆ

第3表 各培地二於テ最モ早 ク聚落 ヲ生v・yZF均

日数及 ピ最モ早ク旺盗ニナリシ迄 ノZF均 日鍛

鈴 木

小 林
ベ ト ロ ー フ

Aト ラグ ナ ニ ー

レ ー ベ ソ ス タ イ ソ

喀

疾

最 モ早 ク聚 落

蟹 見迄 二要 セ
シ平 均.日鍛
17。0

14.5

17.7

13.3

19.6

最 モ早 ク旺 盛
ニ ナ リ シ迄 ノ

雫 均 日鍛

31.1

24.0

34.3

29.2

30.3

尿

最 モ 早 ク聚 落 最 モ 早 ク旺 盛

獲見 迄 二要 セ ニ ナ リシ迄 ノ
シ卒 均 日数 不 均 日轍

20.7137.5

18`3135.0

24.042.5

16.7

21.7

36.7

第4表 培養100日 後伺聚落陰性ナ リシ培地数

40.0

1鰺 蕊 マ
■

色素 ヲ含有
セル培地 1韓 蒋 マ

色素 ヲ含有
セル培地

喀

疾

Alslp AlslP
尿

AlslP AlslP
,鈴 木 1 0 2 0 〇

-

0

0
-

0

4 0 1 0 0-
〇-
〇

-

0

1『 一
小 林 2 0 0 0

-

0一
〇

-

0

0 0 〇
-

0
-

0

0

一
〇

Aト ロ ー フ 2 0 0
-

1

一
1

}

0 1一τ
1

一
〇

一
〇

}

1

Aト ラグナ ニー
一
〇

一
〇

-

o

1
-

0

一
〇 [ア
「『

一
〇

一
〇 ユ

0レ ー ペ ソス タ イ ソ

一
10

一
1

一
〇 0 0 0 0

研
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第5表 雑菌陽性成績

喀

疲

色素 ヲ含マ
ザル培地一 ▼一 『一

色素 ヲ含有1
匂 レ培地 」

色素 ヲ含有
セル培地

A S P AIS[pl
"b

i尿1一ヒ「

1!
}一

色紫 ヲ含マ
ザ'レ培地

Gr一7F一 甲一一一曜一■一■P甲 　r門騨■嘩葡 」

lAlsip Alslp
鈴 木 2-

⊥
2

ユ
ユ

ーjL
5

1
--

1
-

2
-

5
-

0

1
-

0一

0
岬 一

〇
-

0
-

0
-

0

1-6L三 」o 0一 00
_一 一 一

〇.0
-一 トー一

_皇」o

一

小 林
」騨 一 一

⊥
・⊥
10

「6一

0
-

0
-

0
-

0

曽一

£
£
0

-

0

0
,一一

Aト ロ ー フ 0一
Ol

工

0一
一

Aト ラ グナ ニ ー

一一 一

4 1一
3

ト
111

-一 一■ロー劇

01
レ ー ペ ソ ス タ イ ソ

一
2

一
1 4 1i O

テ含有 セル ハ從來報告 セ ラレシ如 ク雑菌抑制力

張 シ。尚分離 、か法 ヨリ見ル トキハ各培 地260木

培 養中佳 吉氏法10本 、 ペ トロー フ氏法13本 、

「アンチ フ、ルtン 」法20本,雑 菌陽性 あ シテ住

吉 氏法最良 一 シテ≦上P一 フ氏法之 二次 グ リ・

第四章 絡括及ビ考察

以上述ベ タル成績 ラ縮括 シテ余 ノ使用 セ シ三種

類 ノ集菌 法及 ピ五種類 ノ培養基 二付 テ考察 スル

ニ次 ノ如 シ。

集菌法 二就 テ ノ考察

(1)「 ア ンチフォル?ン 」法

結核菌 含有材料 二本 法 テ慮用 シ培地 二塗抹 スル

迄 二要 スル時間ハ2時 間 ニ シテ他 ノニ者 二比 シ

長 ク且 ツ費用 ノ貼 ヨリ見ル モ高 慣 ナ リ。實験成

績 二於 テハ聚落嚢見迄 二要 セ シ日敷及 ピ蛋育状

態 ヨリ見 テモ他 二比 シ劣 リ検 出李 二於 テハ260

本培 養 中ペ トロー フ氏法98・5%、 住 吉氏法94.3

%、 「アンチ フォル ミン」法86・9%ニ シテ陽性 李

悪 ク叉雑菌 ノ陽性歎 ハ住吉氏法10本 、ペ トロー

フ氏法13本 、 「ア ンフォホル ミン」法20本 ナ リ

キ。即 「アンチ フ,ル 走ン」法 ハ所要時間費用 ノ鮎

ヨ リスルモ亦結核菌 ノ陽性李 ヨ リミルモ三者中

最 モソ ノ成績劣 レリ、然 レ ドモ材料 テ極 メテ容

易 二均等 二溶解 スル鮎 二於 テハ他 ノモ ノヨリ多

少優 レタル感 ア リ。

(2)住 吉 氏硫 酸法

硫 酸法 ハ今 日迄 多数 ノ追試者 アリテ其 濃度及 ピ

作 用時間 ニツイテ論議 セラレL6wenstein氏 ハ

15%-25%テ 最 適 トシSchattner氏(2t)ハ15

%ニ テ10分 一20分 聞作用 セ シムルテ 最適 トセ

ルモ 最近植 田氏 ハ 硫酸濃度5%作 用時 間30分

テ最 モ適當 ナ リト駿表 シ テ 以來住吉氏 モ15%

以 下 ノ濃度 ニテモ可 ナル テ承認 セ リ。 然 レ ドモ

尚實施者 ニ ヨリ多少議 論 ノ絵地 アルガ如 シ。 依

テ余 ハ本來 ノ住 吉氏法 二 基 キ15%ノ 濃 度 ニテ

30分 間作 用 セ シメテ實験 セ リ。

本法 ノ操作 時間約1時 間30分 ニ シテ「アンチフ・

ル 竃ン」法 ヨリモ短 シ、實験成績 ヨリ見 ル ニ聚落

褒 見迄 二要 セ シ日歎 ハ喀 庚培養 二於 テハペ トロ

ー フ氏法良好 ナルモ尿培 養 二於 テハ住吉氏法特

二優 レタ リ。検 出李 ハ94・3%ニ シテ、ぺ トロー

フ氏法 ノ98.5%二 比 シテ 劣 レル モ雑 菌 ノ登 生

撒 二於 テハ前項記載 ノ如 ク住 吉氏法 ペ トロニヱ

氏法 二比 シ、幾分良好 ナ リキ。特 二住吉氏法 ハ

酸性尿培 養 二際 シペ トロー フ氏法 ヨ リ優 レタル

鮎注 目二値 ヒスル事 ト思考 セ ラル。

(3)ペ トロー フ氏法

苛性曹達液 ノ濃度及 ビ其作用時間 ニツ イテハ住

吉氏硫酸法 ト同檬多数 ノ追試者 ア リテ種 々論議

セ ラレSchattner氏 等 ハ20%ニ テ15分 一20

分 間作 用 セ シムル テ最適 ナ リ トスルモ余 ハ本來

ノペ上 ロー ブ氏法 テ使用 セ リ。

而 テ該 法 ハ使 用時間最 モ短 カ ク且 ツ債格 モ三者

中最 モ低廉 ナ リ。

實駒成績 ヨリ見 ルニ聚落螢 見 日数 及 ビ ソ ノ旺盛

トナル迄 二要 セ シ日数 二於 テハ尿培養 ニテハ住
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吉 氏法勝 ルモ喀疲培養 ニテハ本法著 ル シク優秀

ニ シテKeilty氏 等 ノ報告s一 致 セ リ。 且ヅ又

聚落陽性率 二於 テモ前者 二比 シ優 レタ リ。雑菌

二關 シテハ住吉氏法 二比 シ幾 分遜色 アルモノ'

如 シ。

音養基 二就 テ ノ考察

(1)鈴 木 氏培 地

製作上小林氏、 ぺ トロー2氏 、z-≦ ≧スタ4

ン氏培地 二比 シ繁雑 ナ レ ドモ≦壁2グ ナニー氏

培 地二比 ス レバ簡軍 ナ リ。本培地 ヒニ於 ケル聚

落 ハ見易キモ陽性李 ハ小林氏(97・4%》 ・竺2

グ ナニー(97.4%)氏 雨培地 」比 シ幾分遜色 ア

リ。

雑菌陽性李 二於 テモ比較的良好 ナ レ ドモ小林氏

培 地 二比 シ劣 レリ。

且 ツ聚落 獲見迄 二要 セ シ日激 二於 テハ最短9日

ニ シテペ トラグナニー氏培地小林氏培 地 ト同等

ナルモ李均 日数 及 ピ聚落旺盛 トナル迄 二要 セシ

牢均 日数 二於 テハニ者 二劣 リ聚落褒育状態 ヨ リ

観 テ特 二良好 ナ リトノ考察 テ下 シ難 シ。

(2)小 林 氏培 地

本培地ハ製作非常 二簡軍 ニシテPH6.2戸 ア ス

バ ラキ ン」溶液 テ大量 二 作 リ滅菌 シテ保存 セバ

随時容易 二製作 シ得。

且ツ培 地 ノ表面 ハ光澤 テ有 シ微細 ナル聚落 モ見

落 ス事無 ク硬度大 ニ シテ培養時表面 ラ破損 スル

事 ナ ク此 ノ酷 二於 テハ他 ノ培地 ヨリ特 二優 レタ

リ。又聚落陽性奪 二於 テハペ トラグナニー氏培

地 ト同様 ニ シテ他 ノ培 地 ラ凌駕 シ聚 落褒見迄 二

要 セ シ日数 ハペ トラグナニー氏培 地 二比 シ幾分

遜 色 アルモ寧 ロ旺盛 トナル迄 ノ日数 二於 テハ之

ラ凌駕 ス、雑菌陽性李 ヨ リ見 ルニ断 然他 ノ培地

ラ歴倒 シ、100日 後 二於 テ 尚聚落旺盛 トナ ラザ

ルモ ノニ關 シテハ他 ノモ ノト差別 ナ シ。 以上 ノ

諸瓢 ヨリ見 ルニ小林、内藤圃氏等 ノ成績 二背 カ

ザルノ感 ア リ。

(3)ペ トロー フ氏培 地

製作 上小林氏培 地 ノ如 ク簡軍 ナ ラザルモ聚落見

易 キ黙 二於 テハ他 ノ培 地 二比 シ遜 色ナ シ。

聚落陽性摩聚落螢 見迄 二要 セ シ卒均 日激及 ビ登

育状態 二關 シテハ小林氏、 ぺ トラグナ ニー氏培

地 二比 シ著 ル シク劣 レ リ。

且ツ雑菌 陽性率 二關 シテモ他 ノ培地 二比 シ優秀

ナル成績 亭得 ザ リキ。

(4)ペ トラグナニー氏培 地

製作 二關 シテハ他 ノ培 地 二比 シ最 モ複雑 ニ シテ

H.ツ 培 地 ノ表面光澤 ナ ク微細 ナル聚落 ノ見落 シ

易キ訣鮎 ア リ。又培 地軟 カキ践 メニ培養時 二表

而 ノ破損 スル事 ア リ。

併 シ培 養上陽性 李高 ク且ツ聚落褒 見迄 ノ最短 日

撒及 ピ牢均 日数 二於 テハ他 ノ培 地 テ凌駕 スルモ

登育状態 二於 テハ寧 ロ小林氏培地 二劣 レリ。而

テ雑菌 陽性率 非常 二 高 ク培養薮156本 中21本

ノ雑菌 テ見 コ レニ反 シ小 林氏培地 二於 テハ僅 力

2本 ノ雑菌 子 ミタル ノミナ リキ。

故 二織 畠伽、住吉⑳、北濱 駄 管居 ㈲ 氏等、≦

トラグナニー氏培地 テ推奨 スルモ余 ノ成績 二於

テハ寧 ロ小林氏培地優 レタル感 ア リ。

(5)レ ー ベ ンスタイ ン氏培 地

製作 上小林氏培地 同檬簡軍 一・シテ且 ッ聚落見 易

キ鮎 二於 テハペ トラグナニー氏培地 二比 シ優 レ

タルモ培養 上陽性李 ≦i」=2グ ナ ニー氏小林氏培

地 二比 シ劣 リ且 ツ聚落駿見迄 二要 セ シ4三均 日数

及 ピ其 ノ登育 状態 二於 テモ他 ノ培地 二劣 リ且 ツ

雑菌 陽性 李ハ小林氏培地 二比 シ著 ル シク高 シ。

(6♪ 色素含 有可否 二就 テ

以上 ノ培 地 二於 テ色素含有 ノ有無 二依 リ其成績

テ ミルニ聚落 議見迄 二要 セ シ日数及 ピ褒育旺 盛

トナ リシ迄 ノ日数 二於 テハ色素含有 セザル培地

ハ含有 セルモ ノニ比 シ優 レタルモ結核菌 ノ褒 見

率 二於 テハ大 差 ナカ リキ、雑菌 陽性率 二於 テハ

有 利 ニ シテ各390本 培 養 中色素含有 セザルモ ノ

30本 一比 シ色素含有 セルモ ノ僅 カー14本 ノ雑

菌 ラ見 タルニ過 ギズ。然 レ ドモ培養試験 ノ目的

ハ最 モ確實 二且ツ速 カニ結核菌 テ謹明 スルニ ア

ルテ以 ツテ余 ハ色素含有 セザ ル培地優 レタ リト

思惟 ス。然 レ ドモ雑菌 護生 ガ結核菌 培養 二於 テ

ー大支障 ナルハ論 テ挨 タザ レドモコ レハ實験者
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'技 術 昌依 リテモ相當著明ナル差異 ラ生ズルモ

ノ昌シテ余 償 臨 於 テハ鰍 舗 セザ
ノ囎 地

"於 「モ其 ノ壷生庫8%ヲ 1越ヘズ且ツ同一一條件

昌於 ケル2木 ノ併行培養 a於 テ繭者昌刺i菌ラ生

,第 五章

余'・轍 幽 轍 ピ尿・欄 トシ3緬 ノ嫡

法 ラ行 ㌦5稲 顛 ノ焔養基 ∴ シテ色ke含 有 セ

ルモ ノ燃 ラザ ル"1emuMシ テ分離培養法 ラ

比較 シ次 ノ戒績 ラ得 タリ。

《1)帖 欄薗分離J)'法 ・テハ住吉氏法 ペ トロー フ

氏法 ハ 「ア}チ フ・ル ミン」法 ∴比 シ優 レタル成

績 ラ得 タリ.而 シ テソレ等 ハ被樵 材料 ノ性 昌依

9テ ソ ノ成縞 チ多少 異 ・=シ「アルヵ')」性 タル喀

縦 昌於 テハ蕊 トよ フ氏法優 レ酸性尿 二於 テハ

住 古氏法慢 レタ リ.

(2》 焔 地 ∴於7ハ5糧 麟 ノ中 タ ト乏愛之ニー氏

ゼ シ例 昌遭遇 セザ リキ。

故 鼻十分 ナル注 意 ノ下 昌操作 シ且ツ」脅養試験 管

敷 ラ増 加 ヒバ必 ラズ シモ色索 ノ含有 テ必要 トセ

ザルモ ノト思考 セ ラル。

結 論

培地及 ピ小林氏培地ハ他 ノ者二比 シ著ル シク優

レタリ。而 シテ此 ノ者テ比較 スルニ各々長短 ア

ルモ製作簡躍轟シテ雑菌 ノ毅育少 ク且ツ聚落見

易キ鮎 ヨリ小林氏培地最モ推漿iスルテ得可 シ・

(3)色 素混入ノ可否二就 テハ聚落綾見迄二要 セ

シ日数拉二聚落巌育歌態 ハ色素ヲ含 マザルモノ

優秀ナレドモ雑菌陽性李幾分高 シ、然 レドモ結

核菌陽性李二於テハ雨者差異ナカリキ。

桐筆スルニ臨 更御指導 ト御校閲ヲ辱 フセル谷野

教授誼二柿下講師二感謝 ノ意テ捧グ。
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